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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜部屋移動＞
・榊　典章様～療養環境変更目的にて、東D19号室から西A47号室へ転出となる。
・千葉　恒義様～療養環境変更目的にて、東C4号室から南A113号室へ転出となる。
＜患者様連絡事項＞
・名久井　光雄様～便秘時の頓服薬シンラック液1本処方となる。
・石黒　理一郎様～便秘時の頓服薬シンラック液1本処方となる。
・神田　直樹様～不眠時の頓服薬ブロチゾラム（0.25）1錠が5回分処方となる。
・木村　格治様～ケルガ―液5本処方となる。
・木村　美智子様～便秘時の頓服薬シンラック液1本処方となる。
・見付　幸一様～食前血糖が300mg/dl前後で経過。血糖測定4検となり、点滴の内容変更となる。
・大久保　すい様～排便6日ないためグリセリン浣腸が処方となり施行する。
・石黒　理一郎様～三戸社会福祉協議会のスタッフより連絡あり、現在の状態について説
明する。1/23（水）13：00頃本人の状態を確認しに来院するとのこと。良ければ退院をすすめていく。
・藤井　孝蔵様～スタッフ付き添いにて八戸赤十字病院の皮膚科を他科受診する。大腿部
の感染創はエキザルベを塗布し、サージンパッドで保護となる。明日、田名部に情報提供をし指示受けをしていく。
・山本　真智子様～本日、外泊訓練から戻っている。服薬管理については服薬カレンダー
を使用していたが、セットしてある他の所から服用しようとすること
があり、家族が介入している。施設退院にむけてあと何回か外泊訓練
をしたいとのこと。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。時折自室内の詰所側の壁をノックし飲水要求あるが、過度となる事は無い。自室で臥床と徘徊を繰り返している。対面時妄想様の発言は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。時に大声でのスタッフコールや飲み物・サプリメント等の要求あるが、対応にて落ち着く事出来ており、対面時も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放時間前よりドア蹴りあり。開放中はホワイトボードに書き物しているが、近くを通り掛かる他者の後を付いて回る事あり、介入にてトラブルには至らず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。自室にて漫画本を読んで過ごす事が多い。幻聴や妄想に左右された発言や不穏・他者トラブル無く、スタッフ対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・板橋　愼悦様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。介入に対する拒否もないため、一時拘束を解除し様子を観察している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。経管栄養トラブルは無く経過。夜間に不眠のため、日中に休まれている。声掛けに疎通は良好。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。退院や病棟の移動について訴える事はあるが、不穏さはない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・見付　幸一様～血糖値は朝：293㎎/dl、昼：463㎎/dl、スライディングスケールに従い、アピドラ皮下注実施している。朝食はエンシュアほぼ全量飲用、他各食数口ずつ、昼食は各食1/4摂取。服薬の拒否は無い。指示の点滴は拒否・抵抗無く応じられているが、安静保持の説明にも理解は乏しく、点滴施行後より自力で離床しようとする事や点滴のラインが延びている事があり、都度介入要している。疎通は良好。
・夏坂　浩美様～発熱が続いており、今朝38.5℃から10：00に36.7℃に解熱している。倦怠感は続いていて、食事は途中から介助で摂取している。身体症状の変化に注意していく。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：H31.1.21　15：55
　氏　　名：嶋守　直人様

　生年月日：昭和23年10月30日(70歳)

　病　　名：うつ病

　性　　別：男性

　主治　医：田名部Dr（診察医：深澤Dr）

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット4号室

　(経過）

　　当院最終受診日は平成20年1月21日。平成31年1月19日受診時は、　以後大きく調子を崩す事も無かったと話すが、同年12月には不安感が強まってきて、本年1月上旬ころより不眠出現。原因として考えて　いる事は、針きゅう院での仕事がなくなって暇になってしまったこともある様子。人の話も聞けずに、集中力が低下している。普段は仕事はしているが、今の季節は特に客が少なくなっていることで、「これからどんどんダメになっていくとしか思えない」と言ったり、妻がお金の事を話しても駄目だと思い込み「もう、終わりなんだよ。葬式代もないんだ」など話す状態であった。同日より本人・妻と話し合い服薬治療を開始し、本日再診。15：55医療保護入院となる。
